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Ⅰ 主題設定の理由

本校は、全校で150名あまりの小規模校である

が、不登校や不登校傾向の生徒が各学年におり、

近年増える傾向がみられる。昨年度は１日も登校

できない生徒はいなかったが、保健室登校の生徒

がいたり、教室へなかなか行けずに「ほっとルー

ム」で学習する生徒がいたり、不登校から保健室

登校につながった生徒がいたりなど不登校傾向の

生徒が目立っていた。今年度になり、まだ１日も

登校できない生徒はいないが、体調不良を訴えて

度々保健室へ行く生徒や休み始めると長くなりが

ちな生徒、欠席しがちな生徒も数名みられる。ま

た、ふだんからイライラして落ち着きがない生徒

や、クラスの友達、部活動での友達とうまくやっ

ていけず友達関係で悩んでいる生徒などもいる。

これらの生徒の様子を見ていると、一人一人に対

応した不登校傾向生徒への支援の必要性を強く感

じる。

このような実態の中で、担任だけに対応を任せ

るには限界があり、複数の職員による支援が必要

であると考える。また、友達関係や体調不良から

欠席が長びく生徒が不登校へとつながる可能性も

考えられ、それらに対応するには職員全体の共通

理解や協力が必要である。本校では、昨年度より

その対応をクラス担任一人に任せるのではなく、

生徒指導部会を中心に組織的に援助を行う取組を

進めてきている。

今年度、本校では、昨年度に引き続き不登校や

不登校傾向の生徒への対応をチーム組織として取

り組むこととし、不登校傾向の生徒の支援に力を

。 、入れていくこととした チーム支援組織としては

生徒指導部会や学年部会が中心となり、チーム支

援をしていく。また、場合によりチームのメンバ

ー構成を変えていく。対象生徒に対する情報交換

や指導に対する共通理解は、職員会議や校内研修

で行う 「ほっとルーム」を活用し、不登校傾向。

の生徒や教室にいられない生徒などが落ち着ける

場としたり、スクールカウンセラーとの相談の場

。 、としたりすることで生徒を支援していく そして

そのチーム支援組織と「ほっとルーム」での活動

を組み合わせることにより、不登校生徒への個に

応じた支援ができるのではないかと考えた。

以上のことにより、チーム支援組織の構築やス

クールカウンセラーと「ほっとルーム」の有効活

用方法を実践研究していくことにより、有効な支

援ができるのではないかと考え、本主題を設定し

た。

Ⅱ 研究のねらい

不登校や不登校傾向にある生徒に対し、チーム

支援組織で対応する。また 「ほっとルーム」を、

設置し、そこでスクールカウンセラーが支援を行

う 全職員の共通理解のもと この支援組織と ほ。 、 「

っとルーム」の活用を通して、個に応じた有効な

支援ができるか実践研究を通して明らかにする。
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《 研究の概要 》

、 、不登校・不登校傾向の生徒への対応として 組織としてチーム支援していく取組と共に

「ほっとルーム」を設置し問題解決的な場として活用することで個に応じた支援をしてい

くものである 「ほっとルーム」では、カウンセリングなどでスクールカウンセラーが支。

援に加わる。チーム支援組織と「ほっとルーム」での取組とを生徒指導主事がコーディネ

ートすることで、より有効な支援の方法を工夫していくものである。
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Ⅲ 研究の見通し

○ 不登校・不登校傾向生徒への支援方法をチー

ム組織で行うことにより、かかわる職員の特性

が生かせ、生徒へ必要に応じて多面的・総合的

に支援・指導できるであろう。

○ 「ほっとルーム」という生徒の気持ちが落ち

着ける場を設けることにより、教室にいられな

い生徒やストレスのたまっている生徒などが気

分転換できることで、不登校傾向にある生徒へ

の不登校予防になるであろう。

○ スクールカウンセラーが「ほっとルーム」に

おいてカウンセリングを行い、親からの相談を

受けたり、友達関係で悩む生徒の相談などを受

けたりすることにより不登校に対する有効な予

防、支援ができるであろう。

○ 不登校・不登校傾向生徒へのチーム支援組織

と「ほっとルーム」での活動やスクールカウン

セラーの活用を組み合わせることや、保健室、

特別支援教室との連携をはかることにより、個

に応じた支援ができるであろう。そのことによ

り、生徒によっては保健室や特別支援教室が第

２、第３の「ほっとルーム」となるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 支援体制の取組

支援体制としては、生徒指導部会や学年部会を

中心にチーム支援を行う。生徒指導部会は、定期

、 、的に開き 各学年での不登校問題などを出し合い

今後の対策を考える。教職員全体での共通理解を

はかるために、職員会議や校内研修で生徒指導に

関する情報交換をする場を設ける。また、生徒に

よっては学年外の職員や養護教諭、スクールカウ

ンセラーなどが対応したほうが良い場合がある。

このような時、生徒指導主事がコーディネーター

として連絡調整を行い、状況に応じた支援体制を

つくり、取組を進めていくものである。

２ 「ほっとルーム」の設置

「ほっとルーム」の設置や環境整備などの物理

的な事柄を行う。生徒の意見を取り入れるなどし

、 。 、て 利用する生徒に合った環境を工夫する また

部屋の利用について、教師間の共通理解を図る。

生徒へも「ほっとルーム通信」などで使い方を知

らせ、共通のルールで活用できるようにする。

３ 「ほっとルーム」での取組

学級集団に適応できない生徒や友達関係で悩み

をもつ生徒、ストレスなどで落ち着きのない生徒

などが、気持ちを整理したり、心が安らげたりす

るような場とする。また 「ほっとルーム」にお、

いてスクールカウンセラーが、希望する生徒や親

に対してカウンセリングを行う。生徒が相談しや

、 。すい 生徒と対話がしやすい場になるようにする

。「 」相談箱を設置するなど工夫する ほっとルーム

での活動を全職員で共通理解したり、生徒や親に

さらに活用してもらったりするよう「ほっとルー

ム通信」を用いて発信していく。

４ 支援体制と「ほっとルーム」での活動をコーディ

ネートする取組

生徒指導部会や学年部会などで支援の方法など

協議し合い対応していくが、そこに「ほっとルー

ム」での生徒の様子や情報を加えることにより、

よりよい支援ができるのではないかと考えた ほ。「

っとルーム」で活動しているスクールカウンセラ

ーと教職員との連携が時間的にうまくいかない場

合が考えられ、コーディネーターとして生徒指導

主事が調整を行う。生徒指導部会にスクールカウ

。 、ンセラーも参加してもらい情報交換を行う また

職員会議などで出された生徒の情報をコーディネ

ーターがスクールカウンセラーに伝える。さらに

生徒によっては保健室や特別支援教室での支援を

望むものもいる。このような場合、個に応じた支

援ができるよう養護教諭や特別支援教諭との連携

を図っていく。このような連携を進めることによ

り支援体制の充実をはかるものである。

１ 「ほっとルーム」使用の案内資料

（ほっとルーム通信より）

なんだかイライラしているとき、体がなんとなくダ

ルイとき、一人になりたいとき、心が疲れてしまった

・とき、教室に居場所がないなと思ったとき・・

そんなとき「ほっとルーム」に来

て 「ほっと」してください。、

悩みや不安があるときは・○

「ほっとルーム」には、スクールカウンセラーの内村

先生がいてくれます。 （毎週水曜日です ）。

☆あなたが話したくないことは、無理に話さなくても

いいですよ。 もちろん秘密は守ります！
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図１ 研究の基本構想

　 　 　 　 　 　 不 登 校 予 防

個 に 応 じ た 生 徒 支 援

　 　 　 　 　 組 織 的 な 支 援 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「ほ っ と ル ー ム 」で の 支 援

コ ー デ ィ
ネ ー タ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 本 校 の 実 態
　 　 　 　 　 　 生 徒 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 学 校 ・職 員

・各 学 年 に 不 登
校 傾 向 の 生 徒 が
い る 。

・不 登 校 傾 向 生 徒
に 組 織 的 な 対 応 が
で き て い な い 。

生 徒 指 導 部 会

学 年 部 会

保 健 室 ・特 別
教 室 と の 連 携

職 員 会 議 や 校 内
研 修 で の 職 員 の
共 通 理 解
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・Ｓ Ｃ の 活 用
・カ ウ ン セ リ ン グ

「ほ っ と ル ー ム 」
通 信

学 級 保 護 者

計画の流れ表１

月 組織的な支援体制 「ほっとルーム」の活用

４ ・不登校・不登校傾向生徒の実態把握 ・ ほっとルーム」の設置「

・スクールカウンセラーとの話合い ・使い方などの共通理解

５ ・不登校・不登校傾向生徒へのチーム ・スクールカウンセラーとの話合い

支援の立ち上げ ・使用生徒の状況把握

・生徒指導部会の定例化

６ ・生徒指導部会での協議 ・スクールカウンセラーとの支援方法の

・不登校・不登校傾向生徒へのチーム 協議・情報交換

７ 支援 ・カウンセリング

８ ・職員会議や校内研修での情報交換、 ・環境整備

共通理解 ・ ほっとルーム通信」の発行「

９ ・不登校生徒の実態把握と情報交換 ・ ほっとルーム」の活用、使用法修正「

10 ・生徒指導部会での協議 ・スクールカウンセラーとの情報交換

使用生徒への対応協議・支援・カウンセリング・チーム支援の実践 ・

11 ・ ほっとルーム通信」の発行「

12 ・実践のまとめ ・実践のまとめ
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Ⅴ 研究の実践

１ 支援体制の取組

(1) 生徒指導部会

生徒指導主事が中心となり、校長、教頭、各学

年代表、養護教諭で生徒指導部会を組織した。今

年度よりスクールカウンセラーも加わってもらっ

た。スクールカウンセラーは、週１回の来校であ

ったので、来校する水曜日に部会が開けるように

教務主任に依頼して時間割を作成してもらった。

このことにより、生徒指導部会の定例化が可能と

なった。

ア 不登校・不登校傾向生徒の実態把握

４月の生徒指導部会では、各学年、クラスの実

態を報告し合った。それをもとに不登校、不登校

傾向生徒への支援のしかたなど話し合った。２、

３年生は、昨年度の実態から不登校や不登校傾向

にある生徒が特定でき、生徒に合わせたチーム支

援が始められた。１年生は、小学校からの引き継

ぎである程度の実態は分かった。学校満足度尺度

（Ｑ－Ｕ）を行い、その結果も考慮して対応を考

えた。

(ｱ) 対応例

◎ 不登校傾向生徒Ａ

週に２日ほどの登校で、教室へは行けない状

態。午前中で帰宅する。特別支援教室での学習

を希望している。

○ 対応

担任と生徒指導主事で主に対応する。休みが

続く場合が多く、その場合家庭訪問を行う。登

校した場合、主に特別支援教諭が学習に対応す

る。

この対応で、生徒Ａが登校できない時と登校

できたときの対応がスムーズにできた。

◎ 不登校傾向生徒Ｂ

昨年度登校できない日が続き、登校はできる

ようになったが、保健室登校という状態。

○ 対応

担任と養護教諭で主に対応する。養護教諭と

生徒・保護者との信頼関係が強く、家庭との連

絡は養護教諭中心。昨年度より適応指導教室に

通っており、今年度も引き続き通う。

この対応で、生徒が必要とする職員が対応す

ることができ、学校外の機関とも連携すること

により教室復帰している。

イ 生徒指導部会での協議

週１回開かれる生徒指導部会では、支援を行っ

ている生徒の状況や新しく対応しなければならな

い生徒のことなど話し合った。毎週部会が行われ

ることで、生徒の様子がよくわかり、チーム支援

には都合のよいものであった。また、スクールカ

ウンセラーが加わったことにより 「ほっとルー、

ム」に相談に来る生徒の情報や、スクールカウン

セラーによる生徒支援で、対応できる生徒の幅が

広げられた。

(2) 学年部会

生徒への支援が学年の職員だけですむ場合は、

学年主任を中心に対応を進めてきた。今年度はそ

こにスクールカウンセラーの活用を積極的に行っ

た 「ほっとルーム」での活動で、学校を休みが。

ちな生徒が、担任の先生に相談しづらいがスクー

ルカウンセラーには話せるということがあり、そ

こでの情報を支援に生かすことができた。

(ｱ) 対応例

◎ 不登校傾向生徒Ｃ

友達との関係がうまくできず、孤立してしま

う。部活動も休みがちで、部員ともうまくやっ

ていけない。これらのことが原因で学校を休み

がちである。

○ 対応

担任とスクールカウンセラーと生徒指導主事

で対応。生徒Ｃは担任とはなかなか話ができな

かったが、スクールカウンセラーとは話ができ

た 「ほっとルーム」でのスクールカウンセラ。

ーとの面談を中心に対応。生徒指導主事はスク

ールカウンセラーと担任とのつなぎ役をする。

この対応で、生徒Ｃは度々スクールカウンセ

ラーの所に行くようになり 「学校へ来たくな、

い 」など相談していたが、この状態を担任に。

伝えながらチーム支援を続けた。友達関係が改

善するまでには、時間がかかったが、落ち着い

た様子で登校している。

(3) 職員会議・校内研修での職員の共通理解

生徒への組織的な支援をするためには、職員全

体の共通理解が必要である。そのため、生徒指導

部会や学年部会のほかに、職員会議と校内研修で

も対応すべき生徒の現状や対応について意見交換

や情報交換を行う時間を設けた。生徒によっては

保健室での対応を求めたり、特別支援教室での対

応を求めたりする生徒もいる。これら生徒に対応

する際、職員の共通理解があったため、スムーズ
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な対応が可能となった。

２ 「ほっとルーム」の設置

（1) 環境整備

本校は、昨年度より１室を「ほっとルーム」と

して使用しており、今年度も引き続きその部屋を

確保した。室内の環境整備は、生徒の意見を取り

入れ、気持ちが落ち着く空間づくりを心掛けた。

○ 生徒へのアンケート

・音楽を聴くと落ち着くと思うので、ＣＤが

聴けると良いと思います。

・植物、動物

・本（簡単で面白いもの）

・いやし系のもの、きれいな写真

・オセロ、ＵＮＯなどみんなで遊べるもの

・マイナスイオン発生器

・やわらかい物（クッション） など

これらの生徒の意見とスクールカウンセラーと

の相談で、植物、金魚、ＣＤプレーヤー、机、本

（10代のメンタルヘルス、心の救急箱、ちびキャ

ラ）などを設置することができ、落ち着ける環境

をつくることができた。

植物などは、落ち着いた環境がつくれ、また、

メンタルヘルスの本などを熱心に読む生徒もみら

れ、有効な設置であった。

(2) 「ほっとルーム」の使い方の共通理解

「ほっとルーム」の使い方を職員会議で確認し

た。また、全校集会や「ほっとルーム」通信で生

徒に使い方を知らせた。

○ 「ほっとルーム」の使える時間・曜日

曜日 使える時間

月曜日 10分休み・昼休み

火曜日 10分休み・昼休み

水曜日 スクールカウンセラーの先生がい

ます。放課後まで使用可。

（ただし、相談のある人を優先しま

す ）。

木曜日 10分休み・昼休み

金曜日 使用日ではないですが、先生の許

可があれば使用可。

３ 「ほっとルーム」での取組

(1) スクールカウンセラーとの話合い

４月初めにスクールカウンセラーと「ほっとル

ーム」の使い方について話し合った。今年度の本

校生徒の実態をみて、友達関係や体調不良を訴え

たりするなどの不登校傾向の生徒が数名いること

から、不登校予防になるような部屋にすることを

考えた。

(2) 使用生徒の状況把握

「ほっとルーム」の紹介を生徒にしたところ、

最初に使用を始めたのは１年生の女子３名であっ

た。その生徒たちは、友達関係がうまくいかず、

教室に居場所がない生徒であった。また、スクー

ルカウンセラーに悩みを相談したいという生徒も

でてきた。

(3) スクールカウンセラーとの支援方法の協議

スクールカウンセラーは週１回の来校なので、

その日は「ほっとルーム」中心に活動することと

した。生徒との相談を主にし、悩みを聞く。カウ

ンセラーのいない日は、生徒指導主事が部屋の様

子をみる。カウンセラーが得た情報は、生徒指導

主事が担任などに伝える。状況によっては担任と

カウンセラー、生徒指導主事などで話合いの場を

もつ。また、日常の生徒指導情報をカウンセラー

に伝える 「ほっとルーム」ノートを置き、ノー。

トを通しても生徒との交流を図るようにする。

(4) 使用生徒への支援例

◎ 学級になじめない生徒Ｄへの支援（１年）

１学期の初めのころから「ほっとルーム」に

来ていた。友達関係がうまくつくれず、教室に

居づらくなっている生徒であった。

○ 支援の実践

生徒指導主事が生徒Ｄへ10分や15分の時間で

はあるが 「ほっとルーム」で気分転換するこ、

とを勧めた。カウンセラーが面談を通して生徒

との信頼関係をつくったので、生徒にとって安

心していられる場となった。スクールカウンセ

ラーは週１回の来校なので、生徒指導主事が他

の日は「ほっとルーム」の管理を行い、生徒と

の交流を図ったり、生徒が落ち着ける場であ

り続けるよう注意をはらった。カウンセラーと

相談して部屋にノートを置くことにした。日を

追うごとにノートには生徒の本音が書かれるよ

うになり、これをもとに支援ができたことは有

効であった 「ほっとルーム」が生徒にとって。



- 6 -

よい気分転換の場となり、落ち着いて学校生活

を過ごす事ができていた。これらの実践から、

教室での担任の指導とは異なった形の支援が可

能になった。

○ 使用生徒の感想・意見

（ ほっとルーム」ノートより）「

・放課後「ほっとルーム」に行って悩みを言ったらすっ

。 。きりしました また来ますので よろしくお願いします

うれしかったです。

・今日はかなりいやなことがありました。でも「ほっと

ルーム」へきて少しホッとしました。きてよかったと思

いました。

「 」 。 。・ ほっとルーム で勉強をやりました ホッとできた

・ ほっとルーム」にきて安心した。「

・いろいろ相談してすっきり。この教室だけ

雰囲気がちがう。なんか安心できる場所。

(4) 「ほっとルーム通信」の発行

「 」 、４月に第１号の ほっとルーム 通信を発行し

「ほっとルーム」が設置されたことや、使い方、

利用時間などを生徒、家庭に知らせた。毎月発行

し、内容についてはスクールカウンセラーと相談

して決めた。通信の発行により「ほっとルーム」

の活用を促すことができた。

４ 支援体制と「ほっとルーム」での活動をコーディ

ネートする取組

生徒指導部会や学年部会を中心に不登校・不登

校傾向生徒へのチーム支援を実践してきた。生徒

によって養護教諭や特別支援教諭が支援に加わる

など対応することができた。また、今年度からス

クールカウンセラーが来ることになり 「ほっと、

ルーム」での活動を行うことになった。そこで部

会での活動とスクールカウンセラーによる「ほっ

とルーム」での活動がばらばらにならないよう、

また、二つの取組を組み合わせることで、より個

に応じた支援ができるのではないかと考え、生徒

指導主事がコーディネートを行った。

(1) 生徒の情報交換

生徒指導部会にスクールカウンセラーも参加す

ることで 「ほっとルーム」を使用している生徒、

の様子や相談されたことなどの情報が得られ、支

援に役立った。また、スクールカウンセラーも情

報を知ることで 「ほっとルーム」に来る生徒へ、

の対応がしやすくなった。

(2) スクールカウンセラーの活用

生徒によっては、担任に相談できず、スクール

カウンセラーには話ができる生徒もいる。そのよ

うな生徒への支援を「ほっとルーム」で行っても

らった。生徒指導主事が担任と「ほっとルーム」

との連携をとることにより、その生徒に応じた支

援ができた。

(3) 「ほっとルーム」と他教室との連携

生徒によっては 「ほっとルーム」に行くこと、

を望まない場合がある。その場合、保健室と特別

支援教室が連携して対応した。生徒自身が選ぶこ

とにより、その生徒に合った支援ができた。

○ 連携例（対応教室）

・ ほっとルーム ・・教室にいられない生徒「 」

Ｃ、生徒Ｄ（１年）

・保健室・・不登校傾向生徒Ｂ（２年）

・特別支援教室・・不登校傾向生徒Ａ（３年）

Ⅵ まとめと今後の課題（研究のまとめ）

○ 生徒指導部会

生徒指導部会を中心に支援したことにより、

各学年にも情報が伝わりやすくなり、その生徒

に必要な支援がしやすくなった。

○ 「ほっとルーム」やＳＣの活用

今まで対応が考えられなかった不登校予防に

。「 」も支援ができるようになった ほっとルーム

は特に１年生の利用が多かった。

○ 保健室や特別支援教室での支援

今年度は生徒が選ぶことにより保健室、特別

支援教室 「ほっとルーム」の３部屋を活用す、

ることができた。そのことで個に応じた支援が

しやすくなった。

以上のような取組により、不登校・不登校傾向

生徒への個に応じた支援を進めてきた。生徒指導

部会 「ほっとルーム 、他教室との連携により、 」

以前よりも生徒に対して幅の広い、個に応じた支

援が可能となった。

今後の課題として「ほっとルーム」や他教室で

の活動状況が分かりづらかった点がある。活動状

況を職員にわかりやすく示すことにより、職員間

の共通理解が深まり、生徒への支援がしやすくな

。 「 」 、ると思われる また ほっとルーム の在り方も

本校生徒の実態に合った活用方法を工夫していく

ことが必要であると考える。

（担当指導主事 野村 達之）


